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農業生産法人（有）宝箱

法人名 農業生産法人(有)宝箱
代表者 代表取締役 松浦幸一
所在地 〒690-0033 松江市大庭町728－6
電 話 0852－21－1489
設 立 平成15年2月4日
組織構成 役員4人

参入形態 農業生産法人
事業の種類 茶、果樹（柿、ブルーベリー、梅）の生産・

加工・販売
資本金 300万円
（関連会社） 松浦造園株式会社
（業種） 造園業

経営規模 茶５３０a  柿２００a ブルーベリー７８a エゴマ、野菜、かんきつ類２０２a

従業員等 ４名
年 商 13,000,000円

投 資 額 70,000,000円
主な販路 市内小売店、JAグリーン、県内道の駅、島根物産館、個人消費者、ネット販売

本業で生産している剪定くず等を原料した植物性堆肥を施用する有機農業の実証（耕作放棄地の再生、茶の

生産に係るJAS認定、柿の島根県エコロジー農産物推奨）

農林高校等のインターンシップの受け入れによる担い手育成や、環境保全活動への参加を通じて、地域や消

費者との交流に取り組んでいる。

畑はいのちの宝箱！

社長は県農事試験場の実習生の経験があり、農業の持つ多機能に早くから注目、周辺の県営農地開発区域

の荒廃に心を痛め、地域の活性化・貢献のため、生物の多様性のある環境保全型農業を実践することにより、

耕作放棄地の再生、地域農業の再構築を考えた。
食の安心安全が求められる中、実践活動を通して、農と食にかかわる意識改革をする。

茶処松江の産地として、地元産の安心安全なお茶がますます求められるようになったので、一層の規模拡大と

有機茶の品質向上に努力したい。
温室効果による環境の変化にも対応した地元の特産物をつくり、新製品の開発により地域の活性化を図る。


